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研究プロジェクト 

 

▶ 2020 年度研究ϕϫジェέφՎๅࠄ────────────────────── 

 的ɼ先ۨ的ジェンダー研究を⽬指してࡏָ

ジェンダー研究所は 2015 年以来、グローバル⼥性リーダー育成研究機構の中֫的な研究機関として
的ジェンダー研究に取りૌΞできた。その前ਐであるジェンダー研究センνー時代は、21 世ن COE

プログラムʲジェンダー研究のフロンτィΠ ʤr2003〜2007 年度ʥの成果をはͣめとして、༑れた業
をあげた。ジェンダー研究所はこの研究成果を継ট・ఴさせるとともに、ఽ౹的な学にളられ
ない学際的でۨ的なジェンダー研究をࢦし、Ӏき続きೖ本のジェンダー研究のఴへ߫ݛすることを
指している。ジェンダー研究所は、ΠジΠにお͜るジェンダー研究の拠点を指し、国際的なڠ同研
究と、その成果৶をۅ的に進めており、டされた研究成果は広くऀ会へؒݫしていく。 

 
� 先端研究Үఴͳ಼ࠅʀڠࡏࠅಋ研究をϨーχ 

ジェンダー研究所はࡑݳ、ʤᶙʥ࣑・思とジェンダー、ʤᶚʥ⽣৫・ਐରとジェンダー、ʤᶛʥܨ
移動とジェンダーの・ࡃ 3 つのにおいて研究を進めている。この̑は、ಢࣙ性をң࣍しな
がら༙機的につながったプロジェクトであり、૱的な研究成果をୣ成することを的にਬ進されてお
り、今後も、学内研究ҽ、ٮҽ研究ҽ、研究ڢ⼒ҽのڢ⼒をಚながら、研究成果をあげていきたい。各
研究にお͜る今年の成果として、研究会の実施、IGS セミナー実施、国際シンポジウムの実施、成
果ड़൝のߨק、国際ڠ同研究や国際ϋットワークの構の実施がߨわれた。今年は新型コロナウイル
ス感染症の֨⼤により、ΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学にお͜るӅ⽣交流など、国際的なϋットワーク構は例
年に⽐΄てوໝをक़ঘせ͡るをಚなかったが、オンラインでの取りૌみによってݸ⼤࠹の成果をあげる
ことができた。また、研究所ϟンバーらはชࣧජのほか、オンラインでの学会න、ߪԍなどを活
にߨった。ݺ々のプロジェクトの研究成果については、本ๅࠄॽ 17〜36 นをࢂলしていただきたい。 

εンϛジΤϞɼ,*6ࡏࠅ ιϝψーɼ研究ճ࠷ͳָढ़ࢿࡸʲジェンダー研究ʳߨק 
各研究にお͜る࣯の⾼いシンポジウムやセミナーの開催と、̡ ジェンダー研究ʳのߨקにより、

ジェンダー研究の成果৶に⼒を⼊れた。 

फ़のように今年は新型コロナウイルス感染症֨⼤により、国際シンポジウムやセミナーはす΄てオ
ンラインで実施することになった。いͥれのةժもオンラインであったことにより、研究者や⼤学Ӆ⽣、
学෨⽣、ߨ担当者、⼀ൢࢤなど、⾮常に広いからたくさΞのࢂՅ者をಚることができた。それ
ͩれのةժは時ٕにあったτーϜであり、聴衆との٠も活にߨわれた。例年以上に研究成果をऀ会
的にؒݫすることができたといえる。 

本研究所ߨקの学ढ़ࢿʲジェンダー研究ʳはʰトランスジェンダーがうてきたことʱのτーϜの下
で 23 した。ߨקをߺ 23 は、ಝ集ชߺ 4 本と、ಝพߚر 2 本、そして౦ߚช 5 本、ॽ 16 本
という構成において、2020 年 7 ⽉にߨされたʤ本ๅࠄॽ 108〜111 นࢂলʥ。お茶の⽔⼥⼦⼤学は 2020

年度からトランスジェンダー⼥性の⼊学֪ࣁをめたが、この題はインνーϋット上にトランスഋঈ
の⾔ઈをӀきًこしもした。 23 はhߺ ⼥性 とɦいうカτβリーのࣙ性をいすことにಁみࠒみ、
トランスジェンダーʤ不ʥ可視Կをめ͛る࣑についてͣた。この題は、ೖ本のジェンダー研究に
とって⾮常に重要なۃを⽰すものであり、お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所が 23 したߨקをߺ
ことのқັは⼤きいとߡえる。  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

2020 年度研究ϕϫジェέφ � พҲལ 
 
ʤᶙʥ࣑・思とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
ʰ౨ΠジΠにお͜るジェンダーと࣑ʱ研究 

IGS 研究プロジェクト 
ʰ౨ΠジΠのӿڧ的⼥性運動ʱ研究 

IGS 研究プロジェクト 
リϗラル・フェミωθムのݗ࠸౾ 

Ռ学研究ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ18H00817ʥ 
⼥性のࢂ࣑ժの্ปʁ国会٠ҽ・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 

Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12604ʥ 
ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ 

Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K01570ʥ 
1� 世نϔリτンにお͜る⼥性のঀ૮ʁޯ利主ٝ的フェミωθムの可能性 

 
ʤᶚʥ⽣৫・ਐରとジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
⽣৫ҫྏとジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
性と⽣৫に関する教育とๅڛ 

Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ18K00034ʥ 
ঀ外国のഓ۰⼦ドナーのಙ名性とड़⽣者のஎるݘ利の対ཱིへの対ॴに関する研究 

 
ʤᶛʥࡃܨ・移動とジェンダー 

IGS 研究プロジェクト 
 本機能のรԿとʲ๎ʳされるਕ々ࣁ本とਐରのジェンダーੵʁࣁ
IGS 研究プロジェクト 
国際࿓ಉ⼒移動のジェンダーੵ 
Ռ学研究ඇخ൭研究 Aʤ課題൬ߺʁ19H00607ʥ 
移ण⼊れ国�ૻड़し国の策૮ޕ࿊関ʁ国際ऀ会学からの⽐較研究 
Ռ学研究ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ20H01468ʥ 
新ڷΠジΠにお͜る ,7�%32 の国際業の成ཱིとジェンダー 
Ռ学研究ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ19H01578ʥ 
 ොと࿊ଵܧ的࢛Үの国際性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のྼࢊ⽣࠸

Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12603ʥ 
 ࿓ಉ⼒ഓ置ʁŊグローバル・シτィŋのジェンダーੵࢊ⽣࠸にお͜る移े⼥性のߕߵ
Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ17K02067ʥ 
 代インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容ݳ
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研究プロジェクトศ㔝ู事業報告 

䠄䊠䠅ᨻ䞉ᛮ䛸ジェンダー 
 
 

「ᨻ䞉ᛮ䛸ジェンダー」研究䛷䛿䚸ᮾ䜰ジ䜰ᆅᇦ䛻お䛡䜛Ẹ⩏の᭷䜚

ᵝ䛸ᨻ௦⾲ᛶの㛵ಀ䛻䛴䛔䛶国㝿ẚ㍑研究䜢⾜䛖䚸国ቃ䜢㉺䛘䛶㐃ᖏ䛩

䜛女ᛶ㐠ື䚸ཬ䜃䜲䜼䝸䝇の⮬⏤⩏䝣ェ䝭䝙䝈䝮ᛮのⓎ⚈䛻䛴䛔䛶⪃ᐹ䛩

䜛䚹国ᐙ䚸ᕷẸ♫䚸ᛮ䛸䛔䛖␗䛺䜛ḟඖ䛛䜙ジェンダー⛛ᗎ䛻ᇶ䛵䛟᪤成ᶒ

ຊのᅾ䜚᪉䜢᫂䜙䛛䛻䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䛭䜜䛻ᑐᢠ䛩䜛ᛮ䜔㐠ື䜢⥲ྜⓗ䛻研

究䛩䜛䚹 

2020 年度䛿䚸䝁ロ䝘⚝䛻䜘䜚研究άື䛻ከᑡのᨭ㞀䛜⏕䛨䛯䛜䚸ᚋᮇ䛛䜙䛿

䜸ン䝷䜲ン䝒ー䝹䜢⏝䛧䛯᪂䛧䛔ᙧែの研究䜔䝉䝭䝘ー䜢ヨ䜏䛯䜋䛛䚸ㄽ

ᩥᇳ➹䛻㞟୰䛧䚸成ᯝ≀䜒ห⾜䛧䛯䚹 
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研究プロジェクト 

࣑・思とジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ʰ౨ΠジΠͶ͕͜Ζジェンダーͳ࣑ʱ研究 
ʴ研究担当ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴ֕要ʵ 
౨ΠジΠ地Үはそのࡃܨఴの成果により国際的にされているが、࣑の主Կのಕ۔は⼀༹

ではない。本研究プロジェクトでは、ೖ本、ؘ国、ୈの主主ٝの༙り༹と࣑代න性の関ܐにつ
いて、ジェンダー視点にཱིٯした国際ڠ同研究により⽐較ੵする。٠ҽを対েとしたΠンίート調
査、ౚ、٠ҽ、ࢤऀ会関ܐ者へのインνビϣーやݳ地でのフィールドワークを実施するほか、定
期的な国際シンポジウムや研究集会を開き、研究交流をଇ進する。౨ΠジΠ地Үにおいて、࣑代න
性の性༑Ғ性が続くϟカωθムをらかにし、࣑度にお͜るジェンダーޮฑ性・多༹性を実ݳ
させる策もݗ౾する。 

2020 年には̑カ国の٠ҽΠンίートの݃果をੵした研究ชを研究会ϟンバーらસҽが学ढ़ࡸ
することを指し、̐յオンライン研究会を実施した。また、前年度に始めた౨ࡎܟのಝ集としてࢿ
ΠジΠのˎMeToo 運動の広がりについてのڠ同研究の成果を Politics & Gender に Special Symposium

として౦ߚした。ʨՌ研ඇ C ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ʩʤ本ๅࠄॽ 20 นࢂলʥの
2 年においてؘ国のフィールドワークをܯժしたが、コロナ禍により海外ోߦができなかったため、
集めたデーνをੵし、ӵޢชをࣧජして International Political Science Review に౦ߚした。 

そのほか、ଠ⼤学、国内学会において研究成果に対するٝߪやๅࠄも多数ߨなった。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

国際研究集会の開催 
East Asian Research Network on Gender and Diversity in Political 

Representation、オンライン開催、2020 年 11 ⽉ 13 ೖ、12 ⽉ 26 ೖ 

シンポジウム登壇 

ʤ招待ߪԍʥ 

ʰؘ国フェミωθムの࢝世代 、ɦ⼀ൢऀ๑ਕ⽣活ࡃܨ策研究所主催
ʲऀ会運動の࠸⽣に向͜て〜ؘ国のࢤ・⼥性・࿓ಉ運動から学 
vol.1ʁؘ国の⼥性運動活動ՊがޢるˎMeToo 運動ʗいかにؘ国⼥
性たちはつながり、たたかったのかʃ そのકྲྀと成果はʃʗ 、rオ
ンライン開催、2020 年 9 ⽉ 24 ೖ 

学ढ़ࢿࡸへの౦ߚ 

“Beyond #WithYou: The New Generation of Feminists and the #MeToo 

Movement in South Korea.” Politics & Gender ʤࡎܟ決定、2021 年ߨק
༩定ʥ 

学ढ़ࢿࡸへの౦ߚ 

“It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public 

Funding on Political Parties and Women Candidates in South Korea.” 

International Political Science Review ʤ৻査中ʥ 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

࣑・思とジェンダー 研究プロジェクト 

Ռָ研究ඇخ൭研究 %ʤ課題൬ߺʁ18H00817ʥ 

ঃࢂ࣑ժ্ปʁࠅճ٠ҽʀݟ࿊༥ૻʀϐΠϨンήࠬ 

ʴ研究代න者ʵࢀӞまりʤ上ஒ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ、Noble Gregoryʤ౨ښ⼤学教授ʥ、 

スτィールऑسʤ名ݻԲ⼤学ಝ任०教授ʥ、MCELWAIN KENNETHʤ౨ښ⼤学教授ʥ 
 ʤ۪ᖔ⼤学教授ʥ⼦ླࢃ⼤

ʴ期間ʵ2018〜2020 年度 

ʴ֕要ʵ 

⼥性のࢂ࣑ժに対する্ปを国会٠ҽおよび主要ౚのಕැࢩݟ෨への調査を通ͣてらか
にする。国際的な研究成果にخͰいて、とりわ͜ʰౚのޫึ者リクルートϟントとޮ決定過ఖʱ
に点をあて、༥ૻ調査とౚ関ܐ者へのインνビϣー調査をૌみわせ、ࢂ࣑ժに関する⼥ࠫ、
ౚࠫ、地๏ࠫはどのように⾒られるかをࡱߡする。 

2020 年はイάリスの Sarah Childs ロンドン⼤学教授を招聘してオンライン国際シンポジウムを開催
した。また、新ݟ׃、⻑ݟのࣙౚݟ࿊へのϐΠリングをߨったʤ新ݟ׃は̐յʥ。さらに、上ஒ
⼤学にて地๏࣑や٠ݟ会に関する研究会を数յ開催した。 

国会٠ҽの地ݫ活動を理ԿしたʰFacetimeʱに関するڠஸชをࣧජ、修ਜ਼をߨった。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

国際シンポジウムةժ開催 
WondeRʤWomen and Diversity in East asian political Representationʥ 2020 
Seminar: Sarah Childs ロ ン ド ン ⼤ 学 教 授 の オ ン ラ イ ン ߪ ԍ 会

ʰDemocratic Representationʱをةժ開催、2020 年 11 ⽉ 13 ೖ 

研究集会ةժ開催 
ʰ地๏٠会にお͜る⼥性のࢂժに関するオンライン研究会ʱを開催 

ʰΪバナンスʱฦ集⻑એཁໞࢱන ʰ٠会改ַと⼥性のࢂ࣑
ժ 、ɦ2020 年 5 ⽉ 25 ೖ 

研究集会ةժ開催 
ʰ地๏٠会にお͜る⼥性のࢂժに関するオンライン研究会ʱを開催 

ੜ҄⼦ࢱʤڠ同通৶ى者ʥනʰ⼥性٠ҽ̐期のป 、ɦ2021 年 2 ⽉
18 ೖ 
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Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ19K12604ʥ 

ジェンダーέΨーνָ࣑ʁ度Կͳఏ߇ 

ʴ研究代න者ʵ申ⅰᒉʤIGS 教授ʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

 本研究は、٠会のジェンダーޮฑな代න性を֮ฯするために導⼊されたジェンダー・クオーνʤ⼥
性ޫึ者ׄ当ʥのް果と、その度が⼥性の࣑的代න性にٶぼす影響をؘ国の事例によりੵす
るものである。2 年になる 2020 年度には、ジェンダー・クオーν度のް果をとりわ͜⼥性٠ҽの
࣑ΫϡリΠٶび٠会活動を中ৼにੵすることを指した。しかし、コロナ感染֨⼤によって海外
ड़ができなくなり、⼥性٠ҽに対するซき取り調査は実施できなかった。その代わりにオンライン
デーνफ集、1 年にफ集したデーνのੵを中ৼに研究をߨった。౦ߚのためにชࣧජにも⼒を
͙ International Political Science Review に౦ߚした。 

 また、海外学会が中ࢯ、Ԉ期となったためܯժ通りの国際的な研究交流は進まなかったが、オンラ
インウェビナー等を通ͣて研究交流を続͜ることができた。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

研究交流 

WondeRʤWomen and Diversity in East asian political Representationʥの
ϟンバーʤChang-ling Hwang, Wanying Yang, Soohyun Kwon, Jinock Lee, 
Jackie Steele, Mari Miuraʥとのオンラインによる国際研究交流、2020
年 11 ⽉ 13 ೖ、2020 年 12 ⽉ 26 ೖ 

学ढ़ࢿࡸへの౦ߚ 
“It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public 
Funding on Political Parties and Women Candidates in South Korea.” 
International Political Science Review ʤ৻査中ʥ 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

࣑・思とジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ʰ౨ΠジΠӿڧ的ঃӣಊʱ研究 
ʴ研究担当ʵ⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ 

ʴ֕要ʵ 
今ೖの⼥性運動は、࿑上や広場、ޮڠ交通機関、⼤学Ϋϡンパス、٠場、ジϡーナリθム、γイバ

ーۯ間など、さま͡まな場で実ભされ、課題解決に向͜た国際的࿊ଵとΠクションを⽣みड़している。
本研究は౨ΠジΠにお͜るそのようなӿڧ的⼥性運動のఴ開についてࡱߡするものである。۫ ର的に
はʤ1ʥILOʰՊ事࿓ಉ者のためのディーセント・ワークに関するড়༁ ʤɦ 189 ড়༁ʥに関࿊するߺ
࿓ಉ運動、ʤ2ʥൕ܋事Կをめ͛る⼥性たちの運動、ʤ3ʥ中国の⼥ݘ主ٝ者たちのトランスローカル／
トランスナショナルな運動にを向͜る。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染の֨⼤をण͜、中国の⼥ݘ主ٝ者/λーシϡルワーカーのִধ
がでのロックダウンのೖ々をىした̡ ෩ೖى をrはͣめとして、ウェϔや SNS にお͜る
フェミωストたちのߨ動のىをτクストとして研究を進めた。この過ఖにおいてಚられたஎ⾒をも
とに、6 ⽉にはパンデミックにともなうϪイシθムの֨⼤にܱৌを໒らすߚをʲf-visionsʳにනし
た。10 ⽉にはシンポジウムh 開国の前તにཱིつ⼥性たちʗۛ代の性ജഛにお͜るインνーナショナ
リτィʗʱをジェンダー࢛学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ܛ࢛ڰ研究࣪、࣑学Ӆ⼤学国際ฑ研究所

ʤPRIMEʥのڠ催において実施した。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ܛh࢛ڰ⼤ これは̡ のウイルス かr � 新型コロナウイルスと̡ 中
国ਕʳのഋঈをめ͛って 、ɦΠジΠ⼥性ࣁྋセンνーʲ) YLVLoQV � 世
界が⾒えるフェミωストๅࢿʳ �1�� pp.20-22、2020 年 6 ⽉ 

シンポジウムڠ催 

ʰ開国の前તにཱིつ⼥性たちʗۛ代の性ജഛにお͜るインνーナシ
ョナリτィʗ 、ɦZoom ウェビナー、2020 年 10 ⽉ 24 ೖ。ジェンダ
ー࢛学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ܛ࢛ڰ研究࣪、࣑学Ӆ⼤学国際ฑ
研究所ʤPRIMEʥのڠ催。当ೖは࢚会、登壇者とコϟンτーνーがお
茶の⽔⼥⼦⼤学国際交流ཻ学⽣プラδに集し、ライϔでߨわれるๅ
び౾をٶࠄ Zoom でഓ৶した。本研究担当者ʤ⼤ڰʥは、シンポジ
ウムસରのةժと進ߨのγポートにあたった。 
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はʤ1ʥILOʰՊ事࿓ಉ者のためのディーセント・ワークに関するড়༁ ʤɦ 189 ড়༁ʥに関࿊するߺ
࿓ಉ運動、ʤ2ʥൕ܋事Կをめ͛る⼥性たちの運動、ʤ3ʥ中国の⼥ݘ主ٝ者たちのトランスローカル／
トランスナショナルな運動にを向͜る。 

2020 年度は新型コロナウイルス感染の֨⼤をण͜、中国の⼥ݘ主ٝ者/λーシϡルワーカーのִধ
がでのロックダウンのೖ々をىした̡ ෩ೖى をrはͣめとして、ウェϔや SNS にお͜る
フェミωストたちのߨ動のىをτクストとして研究を進めた。この過ఖにおいてಚられたஎ⾒をも
とに、6 ⽉にはパンデミックにともなうϪイシθムの֨⼤にܱৌを໒らすߚをʲf-visionsʳにනし
た。10 ⽉にはシンポジウムh 開国の前તにཱིつ⼥性たちʗۛ代の性ജഛにお͜るインνーナショナ
リτィʗʱをジェンダー࢛学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ܛ࢛ڰ研究࣪、࣑学Ӆ⼤学国際ฑ研究所

ʤPRIMEʥのڠ催において実施した。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ܛh࢛ڰ⼤ これは̡ のウイルス かr � 新型コロナウイルスと̡ 中
国ਕʳのഋঈをめ͛って 、ɦΠジΠ⼥性ࣁྋセンνーʲ) YLVLoQV � 世
界が⾒えるフェミωストๅࢿʳ �1�� pp.20-22、2020 年 6 ⽉ 

シンポジウムڠ催 

ʰ開国の前તにཱིつ⼥性たちʗۛ代の性ജഛにお͜るインνーナシ
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ー࢛学会、お茶の⽔⼥⼦⼤学⼤ܛ࢛ڰ研究࣪、࣑学Ӆ⼤学国際ฑ
研究所ʤPRIMEʥのڠ催。当ೖは࢚会、登壇者とコϟンτーνーがお
茶の⽔⼥⼦⼤学国際交流ཻ学⽣プラδに集し、ライϔでߨわれるๅ
び౾をٶࠄ Zoom でഓ৶した。本研究担当者ʤ⼤ڰʥは、シンポジ
ウムસରのةժと進ߨのγポートにあたった。 
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࣑・思とジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ϨϗϧϩʀϓェϝωθϞݗ࠸౾ 

ʴ研究担当ʵ൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ֕要ʵ 
本研究プロジェクトの的は、ϗンγムやウルストンクラフト、J.S.ミルといった̏ഀフェミω

θムあるいはリϗラル・フェミωθムの思・運動をݗ࠸౾することにある。リϗラリθムのޮ私್
、を前にしたリϗラル・フェミωθムはりӿえの対েでしかないというଌえ๏が⼀ൢ的だがݫ
リϗラリθムにおいて、h ޮ にɦ対するh 私 のɦҮはୱにݺਕ的ࣙ༟のۯ間であると๎任されるので
はなく、不ਜ਼ٝがଚࡑすれͻղ⼊がਜ਼当Կされるۯ間でもあった。本研究では、ϗンγムの⼥性に
関するߚ研究と、-�6�ミルの The Subjection of Women, 1869 のτクストಣ解とʲ⼥性のྶॊʳ新༃の
 。の機運をり上げることをૄう౾ݗ࠸業を進め、リϗラル・フェミωθムࡠ

ʴ研究内容・成果ʵ  

༃ชݗ౾会 

ֶुでオンライン༃ชݗ౾会を開き、J.S.ミルʲ⼥性のྶॊʳ 3 হ
の⼀ช⼀ชのݬқをἠみ取り、当時のऀ会的ഐܢやଠの思Պとの関
࿊などをοェックしつつಣみ進め、༃ชを成させた。 

IGS セミナー開催 

IGS セミナーとして、2021 年 1 ⽉ 22 ೖに、h ϔリτンにお͜るフラン
スַໍ૬ʁバーク vs ウルストンクラフト をɦةժ・開催した。ʤ本
ๅࠄॽ 66 นࢂলʥ 

登壇者ʤๅࠄ者ʤ༃者ʥʥʁ後౽ߔ⼦ʤ๑⼤学ʥ、ഗ֠એਚʤ੪ࢃ学Ӆ
⼥⼦期⼤学ʥ、ੜ⽔⼦ʤӵޢӵช学者ʥ  

登壇者ʤ౾者ʥʁݚ௫ݫʤ๑⼤学ʥ、ཱིઔ݁ʤ成⼤学ʥ 

会ʁ൚井広ʤお茶の⽔⼥⼦⼤学࢚ IGSʥ 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

࣑・思とジェンダー 研究プロジェクト 

Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ19K01570ʥ 

�� نϔϨτンͶ͕͜Ζঃঀ૮ʁޯཤकٝ的ϓェϝωθ
ϞՆ 

ʴ研究代න者ʵ൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究はಝに J.ϗンγムの⼥性とՊଔを中ৼに、18〜19 世نのޯ利主ٝフェミωθムのঀ૮を
らかにする。ॊ来過されがちであったޯ利主ٝఫ学の理とフェミωθム思の関わりをらか
にするために、h ෳ߀⼤࠹多数の⼤࠹ をɦඬޢにऀ会改ַを構したϗンγムが、各ਕの߀ෳ࠹⼤Կの
ために、ྈ性へのฑ等なݘ利༫、⼥性にཊѻ的なऀ会にଚࡑするݘ⼒関ܐの改ַ、期ݸき݃࠙
度のཱི֮を主するにࢺった思形成過ఖをࡱߡする。このようにしてϗンγムのޯ利主ٝフェミω
θムを̡ 新ϗンγムસ集ʳの࠹新τクストやາޮקのߚから࠸構成し、19 世نの多༹なフェミωθ
ムに対するޯ利主ٝの思的インパクトをらかにする。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ஸॽ 
ITAI Hiroaki, “Bentham on Self-interest: Institutional Control of Self-
interest”, eds, Susumu Egashira, Masanori Taishido, D. Wade Hands, Uskali 
Maeki A Genealogy of Self-Interest in Economics, Springer.2021 

ஸॽ ൚井広h ジェンダーとฑ等 ,ɦ新ଞ・ీ上⼀ฦஸ̡ ฑ等のఫ学⼊
ʳऀ会ऀ, 2021 年 
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研究プロジェクトศ㔝ู事業報告 

䠄䊡䠅⏕Ṫ䞉㌟య䛸ジェンダー 
 
 

᪥本♫のᣢ⥆ⓗ䛺Ⓨᒎの䛯䜑䛻䜒䚸女ᛶの♫㐍ฟ䛜ᮇᚅ䛥䜜䚸ᐇ㝿䛻

ᵝ䚻䛺᪉㠃䛷ά㌍䛩䜛女ᛶ䛜ቑ䛘䛶䛝䛶䛔䜛䚹䛧䛛䛧䚸䜎䛰᪥本䛷䛿女ᛶ䛜⫋

業䜻䝱䝸䜰䛸⫱ඣ䜢୧立䛷䛝䜛⎔ቃ䛜༑ศᩚ䛳䛶䛔䛺䛔䛯䜑䚸୍ᐃの䜻䝱䝸䜰䜢

⠏䛟䜎䛷⤖፧䜔ฟ⏘䜢᥍䛘䜛女ᛶ䛿ᑡ䛺䛟䛺䛔䚹䛭の⤖ᯝ䚸女ᛶのึ፧年㱋䜔

➨୍子のฟ⏘年㱋䛜㧗䛟䛺䜚䚸䛭䜜䛻క䛳䛶ዷ⒪䜢ཷ䛡䜛䜹䝑プ䝹のᩘ䜒

ᛴቑ䛧䛶䛔䜛䚹➨୕⪅の⢭子䜔༸子䜢⏝䛧䛯ዷ⒪䜔௦⌮ฟ⏘䜢ồ䜑䜛

䜹䝑プ䝹䜒ቑຍഴྥ䛻䛒䜚䚸䛭の୍᪉䛷䚸㞀☀の䛺䛔ᗣ䛺子䛹䜒䜢⏘䜏䛯䛔䛸

䛔䛖ᛮ䛔䛛䜙䚸ฟ⏕๓᳨ᰝ䜔╔ᗋ๓デ᩿の㟂せ䜒㧗䜎䛳䛶䛔䜛䚹 

2020 年䚸「⏕Ṫ䞉㌟య䛸ジェンダー」の研究プロジェクトศ㔝䛷䛿䚸「⏕Ṫ་⒪

䛸ジェンダー」「ᛶ䛸⏕Ṫ䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱䛸報ᥦ౪」䚸⛉研プロジェクト「ㅖእ国の

㓄അ子䝗䝘ーの༏ྡᛶ䛸ฟ⏕⪅の▱䜛ᶒのᑐ立䜈のᑐฎ䛻㛵䛩䜛研究」の

ྜィ䠏䛴の研究䝔ー䝬䜢タᐃ䛧䚸䛻⏕Ṫ䞉㌟య䛸ジェンダー䛻⤖䜃䛡䛶䚸ᩍ

⫱䜔報ᥦ౪のၥ㢟䚸ฟ⏕๓᳨ᰝ䜔╔ᗋ๓デ᩿のၥ㢟䚸䛭䛧䛶≉䛻➨୕⪅䛜

䛛䛛䜟䜛⏕Ṫ་⒪䜢䜑䛠䜛ၥ㢟䛻㔜Ⅼ䜢⨨䛔䛶プロジェクト䜢ᒎ㛤䛧䛯䚹䛭䛧䛶

䛣䜜䜙の研究䝔ー䝬䛻䛴䛔䛶䚸᪂ᆺ䝁ロ䝘のᙳ㡪䜢ཷ䛡䜛୰䚸䛻䜸ン䝷䜲ン

䛷䚸⌮ⓗ䞉♫ⓗഃ㠃䚸䛺䜙䜃䛻ジェンダーのどⅬ䛛䜙䚸ከ䛟の国ෆእの研究

⪅䛸㆟ㄽ䜔報䜢䜟䛧䚸研究ὶ䜢῝䜑䛯䚹 
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䛔䛖ᛮ䛔䛛䜙䚸ฟ⏕๓᳨ᰝ䜔╔ᗋ๓デ᩿の㟂せ䜒㧗䜎䛳䛶䛔䜛䚹 

2020 年䚸「⏕Ṫ䞉㌟య䛸ジェンダー」の研究プロジェクトศ㔝䛷䛿䚸「⏕Ṫ་⒪

䛸ジェンダー」「ᛶ䛸⏕Ṫ䛻㛵䛩䜛ᩍ⫱䛸報ᥦ౪」䚸⛉研プロジェクト「ㅖእ国の

㓄അ子䝗䝘ーの༏ྡᛶ䛸ฟ⏕⪅の▱䜛ᶒのᑐ立䜈のᑐฎ䛻㛵䛩䜛研究」の

ྜィ䠏䛴の研究䝔ー䝬䜢タᐃ䛧䚸䛻⏕Ṫ䞉㌟య䛸ジェンダー䛻⤖䜃䛡䛶䚸ᩍ

⫱䜔報ᥦ౪のၥ㢟䚸ฟ⏕๓᳨ᰝ䜔╔ᗋ๓デ᩿のၥ㢟䚸䛭䛧䛶≉䛻➨୕⪅䛜

䛛䛛䜟䜛⏕Ṫ་⒪䜢䜑䛠䜛ၥ㢟䛻㔜Ⅼ䜢⨨䛔䛶プロジェクト䜢ᒎ㛤䛧䛯䚹䛭䛧䛶

䛣䜜䜙の研究䝔ー䝬䛻䛴䛔䛶䚸᪂ᆺ䝁ロ䝘のᙳ㡪䜢ཷ䛡䜛୰䚸䛻䜸ン䝷䜲ン

䛷䚸⌮ⓗ䞉♫ⓗഃ㠃䚸䛺䜙䜃䛻ジェンダーのどⅬ䛛䜙䚸ከ䛟の国ෆእの研究

⪅䛸㆟ㄽ䜔報䜢䜟䛧䚸研究ὶ䜢῝䜑䛯䚹 
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研究プロジェクト 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ਫ਼৫ҫྏͳジェンダー 

ʴ研究担当ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 
⽣৫ҫྏは⼤きくᶅまないೝ৹やड़ࢊをյඈするためのҫྏٗढ़ʤඈೝ・ਕೝ৹中ઊʥ、ᶆೝ

৹・ड़ࢊをみながら通常の⽣৫ߨҟではそれがאわない者をࢩԋするためのҫྏٗढ़ʤ不ೝྏ࣑、
⽣৫ึঁٗढ़ʥ、ᶇ⽣まれてくるໍをમพするҫྏٗढ़ʤड़⽣前ਏஇ・ࢊみ͜などʥの � つに͜
ることができる。⽣৫ҫྏの進ิはめ͡ましく、ࢀ者の精⼦やཝ⼦、代理ड़ࢊを利༽した⽣৫ҫྏ
ٗढ़の੍⾮についてऀ会やՊ集の間でのݗ౾が不ॉなまま、⼀ൢऀ会での利༽が広まりつつ
ある。そこで 2020 年度は、ঙ⼦⾼ྺԿが進ߨするೖ本ऀ会の中で、⼦どもをみながらもそれがא
わないਕ々、ಝにその中でも⼦どもをࢊまない⼥性へのऀ会的ѻ⼒と、その⼀๏で༹々な理༟で্֗
のない⼦どもをためにऩ要の⾼まっているड़⽣前ݗ査やজ前ਏஇに関࿊する題にを向͜、
研究をすすめた。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

Πンλロジープロジェクトࢂ
Յ 

όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνーの Guro 

Korsnes Kristensen 教授とڠに、2021 年度に Routledge からड़൝༩定の
Same but Different? Comparative Perspective on Gender Equality and 

Diversity in Japan and Norway の中の Chapter 12 “Public Discourses on 

Fertility and Family Planning in Japan and Norway”をࣧජ中ʤ本ๅࠄॽ 96

〜98 นࢂলʥ。 

オンライン研究会でのๅࠄ 

 

国ཱི精ਈ・ਈܨҫྏ研究センνーྡজ研究ࢩԋ෨研究プロジェクト
ʰ۔ジストロフィーの症前・早期ਏஇおよび早期ྏ࣑にお͜るྛ理
的課題のݗ౾ʱ研究会ʤ2021 年 2 ⽉ 23 ೖにオンライン開催ʥにおい
て、سঙ࣮׳を࣍つ⼥性へのインνビϣーをϗースに、h Պଔ性سঙ
⼥の׳ঙ࣮سにお͜る課題ʗՊଔ性ྏ࣑・の症前・早期ਏஇ׳࣮
性׳者のݩܨをߡࢂにʗ とɦいうνイトルで、سঙ࣮׳を࣍つ⼥性
がड़⽣前ݗ査やজ前ਏஇをどのようにとらえているかをๅࠄ。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ͳਫ਼৫ͶؖͤΖگүͳๅڛ 

ʴ研究担当ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 

世界的に⼦どもへの性教育は不可ܿであるというࣟが広まり、国࿊がනしている ,nternational 

7ecKnical Guidance on Se[uality Education でも、ਜ਼֮な性教育はリスクある性ߨ動をݰঙさせるް果が
あるとफ़΄られている。ೖ本でも性教育の重要性がࣟされるようになってきてはいるが、今なお、
性教育の中では⼥性のࢊ性としてのଈͻかりがک調され、多くの⼥性が⻑い年⽉にわたってݩܨ
する⽉ܨについてのخ本的なๅですらॉに教えられているとは⾔いがたい。またۛ年、6 ૌに 1

ૌがするという不ೝの題についても、成ਕ前に⼥わͥ教育を通してஎっておく΄きが、そ
れがଏりないために、成ਕ後に不ೝについてのޣったๅにຍ࿖され、ۦ࿓するਕもঙなくない。初
࠙年ྺ、⼀⼦のड़ࢊ年ྺが⾼ྺԿするೖ本で、不ೝにするਕがଁえ、不ೝへの対ॴとして࢘わ
れる⽣৫ึঁٗढ़のྡজデーνもՊたちだ͜に活༽されるものではなくなってきている。こうし
たデーνのफ集・؇理、ๅ開⽰のありかたや、⼀ൢのਕたちがそうしたๅをどうಣみ取り、ਕ⽣
の決定の中で活༽するかが重要になってきている。本研究プロジェクトではそうした性と⽣৫に関す
る教育とๅڛのあり๏等について、国外研究者と交流を通して研究に取りૌΞでいる。また教Ռ
ॽの担ࣧජ・ड़൝を通して、ऑい世代への⽣৫ҫྏに関する教育にも取りૌΞだ。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖ、h ίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデ
ーνๅࠄʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登に対するフェミωス
トΠプローοʱをτーϜに、国ཱིୈ⼤学のοΠリン・ウー教授を招
いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催ʤ本ๅࠄॽ 51 นࢂলʥ。
については、IGS Project Series 18ʰIGSࡋ 国際セミナーʤ⽣৫Үʥ
ๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 11 ⽉ 21 ೖ、h ʱをτーϜに、ύ߃教育と⼥性の⽣֖の݊ܨ⽉
ワイ⼤学の Maura Stephens-Chu ҫྏ⼤学のਁ⼦教授יযೈ、ࢥߪ
を招いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催ʤ本ๅࠄॽ 62 นࢂ
লʥ。ࡋについては、IGS Project Series 18ʰIGS 国際セミナーʤ⽣৫
Үʥๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 

教Ռॽ担ࣧජ・ड़൝ 
ʰ̐হ ⽣ໍの始期をめ͛るྛ理ʱ༙ ీӽ⼦、ଏཱིஒฦ、̡ ༂学ਕ
のための事例で学ྛ理学ʳೈߒಌʤ2020 年 4 ⽉ʥ、pp. 26-45. 
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研究プロジェクト 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ਫ਼৫ҫྏͳジェンダー 

ʴ研究担当ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 
⽣৫ҫྏは⼤きくᶅまないೝ৹やड़ࢊをյඈするためのҫྏٗढ़ʤඈೝ・ਕೝ৹中ઊʥ、ᶆೝ

৹・ड़ࢊをみながら通常の⽣৫ߨҟではそれがאわない者をࢩԋするためのҫྏٗढ़ʤ不ೝྏ࣑、
⽣৫ึঁٗढ़ʥ、ᶇ⽣まれてくるໍをમพするҫྏٗढ़ʤड़⽣前ਏஇ・ࢊみ͜などʥの � つに͜
ることができる。⽣৫ҫྏの進ิはめ͡ましく、ࢀ者の精⼦やཝ⼦、代理ड़ࢊを利༽した⽣৫ҫྏ
ٗढ़の੍⾮についてऀ会やՊ集の間でのݗ౾が不ॉなまま、⼀ൢऀ会での利༽が広まりつつ
ある。そこで 2020 年度は、ঙ⼦⾼ྺԿが進ߨするೖ本ऀ会の中で、⼦どもをみながらもそれがא
わないਕ々、ಝにその中でも⼦どもをࢊまない⼥性へのऀ会的ѻ⼒と、その⼀๏で༹々な理༟で্֗
のない⼦どもをためにऩ要の⾼まっているड़⽣前ݗ査やজ前ਏஇに関࿊する題にを向͜、
研究をすすめた。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

Πンλロジープロジェクトࢂ
Յ 

όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνーの Guro 

Korsnes Kristensen 教授とڠに、2021 年度に Routledge からड़൝༩定の
Same but Different? Comparative Perspective on Gender Equality and 

Diversity in Japan and Norway の中の Chapter 12 “Public Discourses on 

Fertility and Family Planning in Japan and Norway”をࣧජ中ʤ本ๅࠄॽ 96

〜98 นࢂলʥ。 

オンライン研究会でのๅࠄ 

 

国ཱི精ਈ・ਈܨҫྏ研究センνーྡজ研究ࢩԋ෨研究プロジェクト
ʰ۔ジストロフィーの症前・早期ਏஇおよび早期ྏ࣑にお͜るྛ理
的課題のݗ౾ʱ研究会ʤ2021 年 2 ⽉ 23 ೖにオンライン開催ʥにおい
て、سঙ࣮׳を࣍つ⼥性へのインνビϣーをϗースに、h Պଔ性سঙ
⼥の׳ঙ࣮سにお͜る課題ʗՊଔ性ྏ࣑・の症前・早期ਏஇ׳࣮
性׳者のݩܨをߡࢂにʗ とɦいうνイトルで、سঙ࣮׳を࣍つ⼥性
がड़⽣前ݗ査やজ前ਏஇをどのようにとらえているかをๅࠄ。 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

,*6 研究ϕϫジェέφ 

ͳਫ਼৫ͶؖͤΖگүͳๅڛ 

ʴ研究担当ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 

世界的に⼦どもへの性教育は不可ܿであるというࣟが広まり、国࿊がනしている ,nternational 

7ecKnical Guidance on Se[uality Education でも、ਜ਼֮な性教育はリスクある性ߨ動をݰঙさせるް果が
あるとफ़΄られている。ೖ本でも性教育の重要性がࣟされるようになってきてはいるが、今なお、
性教育の中では⼥性のࢊ性としてのଈͻかりがک調され、多くの⼥性が⻑い年⽉にわたってݩܨ
する⽉ܨについてのخ本的なๅですらॉに教えられているとは⾔いがたい。またۛ年、6 ૌに 1

ૌがするという不ೝの題についても、成ਕ前に⼥わͥ教育を通してஎっておく΄きが、そ
れがଏりないために、成ਕ後に不ೝについてのޣったๅにຍ࿖され、ۦ࿓するਕもঙなくない。初
࠙年ྺ、⼀⼦のड़ࢊ年ྺが⾼ྺԿするೖ本で、不ೝにするਕがଁえ、不ೝへの対ॴとして࢘わ
れる⽣৫ึঁٗढ़のྡজデーνもՊたちだ͜に活༽されるものではなくなってきている。こうし
たデーνのफ集・؇理、ๅ開⽰のありかたや、⼀ൢのਕたちがそうしたๅをどうಣみ取り、ਕ⽣
の決定の中で活༽するかが重要になってきている。本研究プロジェクトではそうした性と⽣৫に関す
る教育とๅڛのあり๏等について、国外研究者と交流を通して研究に取りૌΞでいる。また教Ռ
ॽの担ࣧජ・ड़൝を通して、ऑい世代への⽣৫ҫྏに関する教育にも取りૌΞだ。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 7 ⽉ 16 ೖ、h ίΠのインフラストラクοϡーとしてのྡজデ
ーνๅࠄʁ⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজ݃果登に対するフェミωス
トΠプローοʱをτーϜに、国ཱིୈ⼤学のοΠリン・ウー教授を招
いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催ʤ本ๅࠄॽ 51 นࢂলʥ。
については、IGS Project Series 18ʰIGSࡋ 国際セミナーʤ⽣৫Үʥ
ๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 11 ⽉ 21 ೖ、h ʱをτーϜに、ύ߃教育と⼥性の⽣֖の݊ܨ⽉
ワイ⼤学の Maura Stephens-Chu ҫྏ⼤学のਁ⼦教授יযೈ、ࢥߪ
を招いて IGS 国際セミナーをオンラインで開催ʤ本ๅࠄॽ 62 นࢂ
লʥ。ࡋについては、IGS Project Series 18ʰIGS 国際セミナーʤ⽣৫
Үʥๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 

教Ռॽ担ࣧජ・ड़൝ 
ʰ̐হ ⽣ໍの始期をめ͛るྛ理ʱ༙ ీӽ⼦、ଏཱིஒฦ、̡ ༂学ਕ
のための事例で学ྛ理学ʳೈߒಌʤ2020 年 4 ⽉ʥ、pp. 26-45. 

 
  

27

ジェンダー2020事業報告書cc2018.indd   27 2021/09/09   12:24:00



研究プロジェクト 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

Ռָ研究ඇخ൭研究 & ʤ課題൬ߺʁ18K00034ʥ 

ঀࠅഓ۰ࢢχψーಙ໌ͳड़ਫ਼ंஎΖݘཤଲཱིଲ
ॴͶؖͤΖ研究 

ʴ研究代න者ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2018〜2020 年度 

ʴ֕要ʵ 

ೖ本の精⼦ڛはこれまでಙ名で実施されてきた。ۛ年、ཝ⼦ڛにもが集まる中、ドナーの
ಙ名性の੍⾮について٠される機会がこれまで以上にଁえると༩される。本研究は国内での٠
に向͜て、ड़⽣者のड़ࣙをஎるݘ利を๑でฯ্する国について、๑定までにどのような٠があっ
たか、および๑施ߨ後の状況をらかにするものである。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

Ռ研プロジェクト関࿊デーν
のफ集 

ঀ外国のڛഓ۰⼦でのड़⽣者のஎるݘ利をฯ্する国についてช
地ϟディΠのデーν等をόルウݳ調査を実施。ಝにόルウェーのݛ
ェーの研究者からๅڛをण͜ながらफ集 

Πンλロジープロジェクトࢂ
Յ 

όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνーの Merete Lie

教授とڠに、2021 年度に Routledge からड़൝༩定の Same but Different? 

Comparative Perspective on Gender Equality and Diversity in Japan and Norway

の中の Chapter 13 “Assisted Reproduction with Donated Eggs/Sperm in Norway 

and Japan”をࣧජ中ʤ本ๅࠄॽ 96〜98 นࢂলʥ。 

ॽをڠ同ࣧජ 

スウィンバーンՌ⼤学の Debora Dempsey ०教授と、ラ・トローϔ⼤学
の Fiona Kelly 教授がฦஸ者のॽ Donor�linNed families in tKe diJital aJe� 

5elatedness and reJulation を、Cambridge University Press から 2021 年度に
ड़൝༩定。ฦஸ者を、世界中のこの題に取りૌ研究者 15 ਕʤオ
ーストラリΠ、イάリス、Πϟリカ、オランダ、ωϣージーランド、中国
の⼤学や研究機関の研究者ʥとのڠ同ࣧජॽであり、その中の 1 হを担当
し、Challenges to donor anonymity in Japan というνイトルでࣧජ中。 

オンラインセミナーでのๅࠄ 

࣑学Ӆ⼤学の௱৪あͰみ教授が研究代න者をつとめる研究課題h ⽣৫ҫ
ྏٗढ़の利༽にお͜るમ ʤɦ学ढ़৾ڷ会Ռ学研究ඇึঁۜʤՌ研ඇ
B:20H01408ʥʥで 2021 年 2 ⽉ 11 ೖに開催されたオンラインセミナーで、
τーϜʰड़ࣙをஎるݘ利をめ͛る世界各地の๑度とその運Өʱをๅࠄ。
Youtube でժをഓ৶ʤhttps://www.youtube.com/watch?v=XScj5RKpNQgʥ。 

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 9 ⽉ 9 ೖ、h ڛ精⼦・ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナーリ
ンΫングʤ݄ԓ者୵しʥɦ をτーϜに、スウィンバーンՌ⼤学の
Debora Dempsey ०教授を招いて IGS 国際セミナーをオンライン開催
ʤ本ๅࠄॽ 55 นࢂলʥ。ࡋについては IGS Project Series 18ʰIGS 国
際セミナーʤ⽣৫Үʥๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

研究プロジェクトศ㔝ู事業報告 

䠄䊢䠅⤒῭䞉⛣ື䛸ジェンダー 
「⤒῭䞉⛣ື䛸ジェンダー」の研究プロジェクト䛷䛿䚸䜾ローバ䝹のୗ䛷の⏕

⏘㡿ᇦ䞉⏕⏘㡿ᇦ䞉㔠⼥㡿ᇦの䝬クロ䛺ኚᐜ䜢ぢᤣ䛘䛴䛴䚸人䜃䛸の⤒῭ⓗ

ႠⅭ䜔⛣ື䛸␃䜢䜑䛠䜛యⓗព㆑䛸䛔䛳䛯䝭クロḟඖ䛷のኚ䚸ロー䜹䝹䛺
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研究プロジェクト 

⽣৫・ਐରとジェンダー 研究プロジェクト 

Ռָ研究ඇخ൭研究 & ʤ課題൬ߺʁ18K00034ʥ 

ঀࠅഓ۰ࢢχψーಙ໌ͳड़ਫ਼ंஎΖݘཤଲཱིଲ
ॴͶؖͤΖ研究 

ʴ研究代න者ʵઍഀ༟ՅʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2018〜2020 年度 

ʴ֕要ʵ 

ೖ本の精⼦ڛはこれまでಙ名で実施されてきた。ۛ年、ཝ⼦ڛにもが集まる中、ドナーの
ಙ名性の੍⾮について٠される機会がこれまで以上にଁえると༩される。本研究は国内での٠
に向͜て、ड़⽣者のड़ࣙをஎるݘ利を๑でฯ্する国について、๑定までにどのような٠があっ
たか、および๑施ߨ後の状況をらかにするものである。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

Ռ研プロジェクト関࿊デーν
のफ集 

ঀ外国のڛഓ۰⼦でのड़⽣者のஎるݘ利をฯ্する国についてช
地ϟディΠのデーν等をόルウݳ調査を実施。ಝにόルウェーのݛ
ェーの研究者からๅڛをण͜ながらफ集 

Πンλロジープロジェクトࢂ
Յ 

όルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνーの Merete Lie

教授とڠに、2021 年度に Routledge からड़൝༩定の Same but Different? 

Comparative Perspective on Gender Equality and Diversity in Japan and Norway

の中の Chapter 13 “Assisted Reproduction with Donated Eggs/Sperm in Norway 

and Japan”をࣧජ中ʤ本ๅࠄॽ 96〜98 นࢂলʥ。 

ॽをڠ同ࣧජ 

スウィンバーンՌ⼤学の Debora Dempsey ०教授と、ラ・トローϔ⼤学
の Fiona Kelly 教授がฦஸ者のॽ Donor�linNed families in tKe diJital aJe� 

5elatedness and reJulation を、Cambridge University Press から 2021 年度に
ड़൝༩定。ฦஸ者を、世界中のこの題に取りૌ研究者 15 ਕʤオ
ーストラリΠ、イάリス、Πϟリカ、オランダ、ωϣージーランド、中国
の⼤学や研究機関の研究者ʥとのڠ同ࣧජॽであり、その中の 1 হを担当
し、Challenges to donor anonymity in Japan というνイトルでࣧජ中。 

オンラインセミナーでのๅࠄ 

࣑学Ӆ⼤学の௱৪あͰみ教授が研究代න者をつとめる研究課題h ⽣৫ҫ
ྏٗढ़の利༽にお͜るમ ʤɦ学ढ़৾ڷ会Ռ学研究ඇึঁۜʤՌ研ඇ
B:20H01408ʥʥで 2021 年 2 ⽉ 11 ೖに開催されたオンラインセミナーで、
τーϜʰड़ࣙをஎるݘ利をめ͛る世界各地の๑度とその運Өʱをๅࠄ。
Youtube でժをഓ৶ʤhttps://www.youtube.com/watch?v=XScj5RKpNQgʥ。 

,*6 セミナーةժ・運Ө 

2020 年 9 ⽉ 9 ೖ、h ڛ精⼦・ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナーリ
ンΫングʤ݄ԓ者୵しʥɦ をτーϜに、スウィンバーンՌ⼤学の
Debora Dempsey ०教授を招いて IGS 国際セミナーをオンライン開催
ʤ本ๅࠄॽ 55 นࢂলʥ。ࡋについては IGS Project Series 18ʰIGS 国
際セミナーʤ⽣৫Үʥๅࠄॽʱにफʤ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ。 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

,*6 研究ϕϫジェέφ 
รԿͳʲ๎ʳ͠ΗΖؽຌࣁຌͳਐରジェンダーੵʁࣁ
ਕʓ 

ʴ研究担当ʵଏཱིᚺ理⼦ʤIGS  ҽ研究ҽʥٮ

ʴϟンバーʵ⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ、൚井広ʤIGS ಝ任ࢥߪʥ 

ʴ֕要ʵ 

 本プロジェクトʰࣁ本とਐରのジェンダーੵʁࣁ本機能のรԿとʲ๎ʳされるਕ々ʱは、グロ
ーバルۜ༧ث機以߳のࣁ本の中機能のรԿをੵする。γスΫΠ・γッセンのh ๎ expulsionsʱ֕
೨にして、ॊ来のਐରのஇฤԿやഋঈ／ใઃの֕೨ではѴ不能なʰ๎ʱのʰ常態Կʱをジェ
ンダーੵの視点からߨう。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

研究会の開催 

フェミωスト視点からࡃܨ࣑学の重要ชݛをྡྷಣする研究会を⽉
に 1 度、⾮ޮ開でߨった。いͥれも Zoom による開催であり、ϟンバ
ーのほか⼤学Ӆ⽣やポスドク研究者ऑױ名がࢂՅしたʤ2020 年 8 ⽉
25 ೖ、9 ⽉ 29 ೖ、10 ⽉ 20 ೖ、11 ⽉ 17 ೖ、12 ⽉ 22 ೖ、1 ⽉ 26 ೖ、
2 ⽉ 16 ೖ、3 ⽉ 23 ೖʥ。 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 %ʤ課題൬ߺʁ20H01468ʥ 

ڷΠジΠͶ͕͜Ζ ,7�%32 ࡏࠅ業ཱིͳジェンダー 

ʴ研究代න者ʵຉ๗ࢮʤ早Ҷీ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵ⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ、ଏཱིᚺ理⼦ʤIGS  ҽ研究ҽʥٮ

ঘনװʤἜ⼤学研究ҽʥ、ཚֈඔʤز⼤学ಝ任ঁ教ʥ 

ʴ期間ʵ2020〜2022 年度 

ʴ֕要ʵ 

本ڠ同研究は、IT-BPO の実ৄ研究と国際⽐較によって、ΠジΠについての新しい国際ࡃܨ࣑学を
構するものである。۫ର的には IT-BPO ഓ置࠸業の新国際業の成ཱིにともなう⼥性の࿓ಉ⼒のࢊ
と、成⻑の果実としての中間の成⻑とভඇ、ࢤԿの進ఴ、さらにはこうしたऀࡃܨ会のร容が、
各国の主主ٝに༫える影響を国際⽐較からݗ౾する。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

シンポジウムةժ・登壇 

ʰ̡ ૮ࢩԋʳという࿓ಉʗޮ的ίΠのࡣ取と⾮ਜ਼وԿ ʤɦೖ本フェ
ミωストࡃܨ学会 2020 年度⼤会ڠ通題ʥ、خ൭研究ʤBʥh 新ڷΠジ
Πにお͜る IT-BPO の国際業の成ཱིとジェンダー 、ɦخ൭研究ʤCʥ

ʰߕߵにお͜る移े⼥性のࢊ⽣࠸࿓ಉ⼒ഓ置ʰグローバル・シτィʱ
のジェンダーੵ ʤɦ研究代නʁ⼤ܛ࢛ڰ、本ๅࠄॽ 33 นࢂলʥ後ԋ。
Zoom ウェビナー、2020 年 9 ⽉ 13 ೖ。コロナ禍において૮ࢩԋの
重要性がこれまで以上にە度をもってण͜ࢯめられているなか、当
シンポジウムには 128 名がࢂՅした。 

研究会活動 

2 յにわたって研究会をおこなった。1 յの研究会ʤ2020 年 2 ⽉ 17
ೖʥではඡ新ӏࢱʤお茶の⽔⼥⼦⼤学⼤学Ӆʥが研究ๅࠄをߨった。
ๅࠄにおいてඡࢱは、中国・⼤࿊の⼤学においてೖ本ޢあるいはλフ
トウェΠ開とೖ本ޢの๏をߊした⼥⼦学⽣たちが、γービス・
Πウトλーシングࢊ業にどのようにഓ置されているかをインνビϣ
ー調査の成果を通ͣてࡱߡした。2 յの研究会ʤ3 ⽉ 2 ೖʥではਤ
ీ༠⼦ࢱʤ౨ښ外国ޢ⼤学ʥが、国際ࡃܨ࣑学の視点から BPO ࢊ
業の動向について解ઈした。いͥれの研究会も⾮ޮ開であり、Zoom
で実施された。ࢂՅ者は研究会ϟンバーと⼤学Ӆ⽣ऑױ名であった
が、活な٠をおこなうことができた。 

ช 
ຉ๗ࢮʰフィリピンにお͜る IT-BPO 業の成⻑と⼥性のಉき๏のમࢊ
 、ɦೖ本フェミωストࡃܨ学会ʲऀࡃܨ会とジェンダーʳ 5 、ת
pp.3-27. 2020 年 
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ʴ研究内容・成果ʵ  

シンポジウムةժ・登壇 

ʰ̡ ૮ࢩԋʳという࿓ಉʗޮ的ίΠのࡣ取と⾮ਜ਼وԿ ʤɦೖ本フェ
ミωストࡃܨ学会 2020 年度⼤会ڠ通題ʥ、خ൭研究ʤBʥh 新ڷΠジ
Πにお͜る IT-BPO の国際業の成ཱིとジェンダー 、ɦخ൭研究ʤCʥ

ʰߕߵにお͜る移े⼥性のࢊ⽣࠸࿓ಉ⼒ഓ置ʰグローバル・シτィʱ
のジェンダーੵ ʤɦ研究代නʁ⼤ܛ࢛ڰ、本ๅࠄॽ 33 นࢂলʥ後ԋ。
Zoom ウェビナー、2020 年 9 ⽉ 13 ೖ。コロナ禍において૮ࢩԋの
重要性がこれまで以上にە度をもってण͜ࢯめられているなか、当
シンポジウムには 128 名がࢂՅした。 

研究会活動 

2 յにわたって研究会をおこなった。1 յの研究会ʤ2020 年 2 ⽉ 17
ೖʥではඡ新ӏࢱʤお茶の⽔⼥⼦⼤学⼤学Ӆʥが研究ๅࠄをߨった。
ๅࠄにおいてඡࢱは、中国・⼤࿊の⼤学においてೖ本ޢあるいはλフ
トウェΠ開とೖ本ޢの๏をߊした⼥⼦学⽣たちが、γービス・
Πウトλーシングࢊ業にどのようにഓ置されているかをインνビϣ
ー調査の成果を通ͣてࡱߡした。2 յの研究会ʤ3 ⽉ 2 ೖʥではਤ
ీ༠⼦ࢱʤ౨ښ外国ޢ⼤学ʥが、国際ࡃܨ࣑学の視点から BPO ࢊ
業の動向について解ઈした。いͥれの研究会も⾮ޮ開であり、Zoom
で実施された。ࢂՅ者は研究会ϟンバーと⼤学Ӆ⽣ऑױ名であった
が、活な٠をおこなうことができた。 

ช 
ຉ๗ࢮʰフィリピンにお͜る IT-BPO 業の成⻑と⼥性のಉき๏のમࢊ
 、ɦೖ本フェミωストࡃܨ学会ʲऀࡃܨ会とジェンダーʳ 5 、ת
pp.3-27. 2020 年 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 %ʤ課題൬ߺʁ19H01578ʥ 

พ業Ͷ͕͜ΖೖຌՊ事ʀίΠ࿓ಉंྼࡏࠅҮࢊਫ਼࠸
 ොͳ࿊ଵܧ的࢛

ʴ研究代න者ʵ定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵঘϴ୫એุʤフェリス⼥学Ӆ⼤学教授ʥ、⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ 

ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ、ґ౽るりʤీग़⼤学教授ʥ 
অѪيʤෳԮ⼥⼦⼤学०教授ʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、ࢊ⽣࠸࿓ಉの国際業が進ఴするೖ本において、࣏の್点に点を当て実ৄ的にݗ౾す
る。⼀にྼ࢛的視点からのޑ༽主ʗഁةݥ業ʗ࿓ಉ者の⾮対স的な関ܐ、್にՊ事・ίΠ࿓ಉ者
が༙するݸ定的ऀ会関ࣁܐ本からમするߨҟや集ߨҟによる、࿓ಉ者を取りתく度のร容。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ฑܛ⼦,ʰなͧジϡカルνでՊ事࿓ಉ者としてಉくのかʗインド
ϋシΠにお͜るࡃܨ成⻑とݫ移ेՊ事࿓ಉ者のમʱ̡ 会とジऀࡃܨ
ェンダー ೖ本フェミωストࡃܨ学会ࢿʳ 5 2020、ת 年、pp.29-48. 

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ19K12603ʥ 

࿓ಉྙഓʁŊήϫーώϩʀετΡŋࢊਫ਼࠸Ͷ͕͜ΖҢेঃߕߵ
ジェンダーੵ 

ʴ研究代න者ʵ⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

 本研究は、ऀߕߵ会においてҡなる移े⼥性によるࢊ⽣࠸࿓ಉ⼒がどのようにഓ置されてきたか
を、中国ਕՊ事࿓ಉ者と外国Պ事࿓ಉ者およびそのޑ༽主を対েとしたオーラル・ϐストリーのซ
き取りかららかにするものである。ߕߵが༎ड़ࢦ向業Կ࿑તから౨ΠジΠのۜ༧・易γービス
の中を成すʰグローバル・シτィʱへとした時期は、外国のՊ事࿓ಉ者のण͜⼊れが֨⼤し
ていくとともに、主に広౨にड़ࣙをもつ中国ਕ⼥性の࿓ಉ⼒ഓ置にรԿが⽣ͣた時期と重なる。
1980 年代から今ೖまでのߕߵのऀ会ࡃܨ構ଆのร動において、トランスナショナルにあるいはト
ランスローカルに移動してՊ事࿓ಉ者になった⼥性たちはどのようにण͜⼊れられたのか。ҡなるί
Πの担い⼿たちʤ移े⼥性ʥとण͜⼿たちʤޑ༽主ʥのʰίΠのىԳʱを通ͣてߕߵのࢊ⽣࠸Үの
รԿをとらえたい。 

 2020 年度はコロナ禍のためにݳ地での調査が実ݳできていないが、前年度にߨったΠーカイϔ調
査のੵを進めている。また 2020 年 2 ⽉にਕชॽӅより̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʗディーセント・
ワークをٽめてʗʳがߨקされたことをण͜てߨわれた IGS セミナーでは、ߕߵにお͜るۛ年の࿓
ಉ運動のรԿをめて٠をߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

ʴ研究内容・成果ʵ  

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 %ʤ課題൬ߺʁ19H01578ʥ 

พ業Ͷ͕͜ΖೖຌՊ事ʀίΠ࿓ಉंྼࡏࠅҮࢊਫ਼࠸
 ොͳ࿊ଵܧ的࢛

ʴ研究代න者ʵ定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵঘϴ୫એุʤフェリス⼥学Ӆ⼤学教授ʥ、⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ 

ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ、ґ౽るりʤీग़⼤学教授ʥ 
অѪيʤෳԮ⼥⼦⼤学०教授ʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、ࢊ⽣࠸࿓ಉの国際業が進ఴするೖ本において、࣏の್点に点を当て実ৄ的にݗ౾す
る。⼀にྼ࢛的視点からのޑ༽主ʗഁةݥ業ʗ࿓ಉ者の⾮対স的な関ܐ、್にՊ事・ίΠ࿓ಉ者
が༙するݸ定的ऀ会関ࣁܐ本からમするߨҟや集ߨҟによる、࿓ಉ者を取りתく度のร容。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ฑܛ⼦,ʰなͧジϡカルνでՊ事࿓ಉ者としてಉくのかʗインド
ϋシΠにお͜るࡃܨ成⻑とݫ移ेՊ事࿓ಉ者のમʱ̡ 会とジऀࡃܨ
ェンダー ೖ本フェミωストࡃܨ学会ࢿʳ 5 2020、ת 年、pp.29-48. 

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

 
  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ19K12603ʥ 

࿓ಉྙഓʁŊήϫーώϩʀετΡŋࢊਫ਼࠸Ͷ͕͜ΖҢेঃߕߵ
ジェンダーੵ 

ʴ研究代න者ʵ⼤ܛ࢛ڰʤIGS ०教授ʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

 本研究は、ऀߕߵ会においてҡなる移े⼥性によるࢊ⽣࠸࿓ಉ⼒がどのようにഓ置されてきたか
を、中国ਕՊ事࿓ಉ者と外国Պ事࿓ಉ者およびそのޑ༽主を対েとしたオーラル・ϐストリーのซ
き取りかららかにするものである。ߕߵが༎ड़ࢦ向業Կ࿑તから౨ΠジΠのۜ༧・易γービス
の中を成すʰグローバル・シτィʱへとした時期は、外国のՊ事࿓ಉ者のण͜⼊れが֨⼤し
ていくとともに、主に広౨にड़ࣙをもつ中国ਕ⼥性の࿓ಉ⼒ഓ置にรԿが⽣ͣた時期と重なる。
1980 年代から今ೖまでのߕߵのऀ会ࡃܨ構ଆのร動において、トランスナショナルにあるいはト
ランスローカルに移動してՊ事࿓ಉ者になった⼥性たちはどのようにण͜⼊れられたのか。ҡなるί
Πの担い⼿たちʤ移े⼥性ʥとण͜⼿たちʤޑ༽主ʥのʰίΠのىԳʱを通ͣてߕߵのࢊ⽣࠸Үの
รԿをとらえたい。 

 2020 年度はコロナ禍のためにݳ地での調査が実ݳできていないが、前年度にߨったΠーカイϔ調
査のੵを進めている。また 2020 年 2 ⽉にਕชॽӅより̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʗディーセント・
ワークをٽめてʗʳがߨקされたことをण͜てߨわれた IGS セミナーでは、ߕߵにお͜るۛ年の࿓
ಉ運動のรԿをめて٠をߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

ʴ研究内容・成果ʵ  

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学ʳをಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

,*6 研究ϕϫジェέφ 
 ࿓ಉྙҢಊジェンダーੵࡏࠅ

ʴ研究担当ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 
国際࿓ಉ⼒移動は、グローバルなࡃܨ࣑状況やण⼊国にお͜る移策のみならͥ、ૻड़し国の

ࡃܨ、࣑、ชԿといったझ々の要Ҿにو定される。本研究では、್つの事例研究から、ૻड़し国か
らみた国際࿓ಉ⼒移動をߡえる。۫ର的には、̏ʥธ間の࿓ಉ⼒移動、̐ʥ2019 年インドϋシΠમ
 。策の૬点Կ༼ޑʥにお͜る海外ڏમ૱、ڏʤ⼤౹મڏ

ʴ研究内容・成果ʵ  

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰธ国移؇理Ϫジーム下でのトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸
ฦ ʤɦ2020 年 7 ⽉ 25 ೖ、オンライン開催ʥ。ธ国では、移وのݭ
֪Կが 1990 年代後ൔよりՅଐする⼀๏で、ಝ定のড়݇をຮたした移
をکૻؒの対েからঈ外し、定的な就࿓ݘを༫するใઃ的
プログラムも実施されてきた。このようなใઃとഋঈをญせ࣍つh 移
؇理Ϫジーム にɦよって、移とそのՊଔが形成するトランスナシ
ョナルなऀ会ۯ間はどのように࠸ฦされているのか。ธ国とϟΫシコ
ଞཚڠ同ରにお͜るh ಕಛ的 をɦめ͛る世代とジェンダーのুಧ
にしてͣた。ʤ本ๅࠄॽ 53 นࢂলʥ 

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学 をrಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

IGS セミナーةժ・運Ө 

Organizing Domestic Workers in Indonesiaʤ2021 年 2 ⽉ 6 ೖ、オンライ
ン開催ʥ。インドϋシΠにおいてՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կをਬ進してきた
Jala PRT のナショナル・コーディϋーνーである Lita Anggraini よࢱ
り、ૌ৭Կકྲྀについてのๅࠄをいただき、17 年以上継続৻٠になっ
ているՊ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍをめ͛るݳ状について࣑学の؏点から
Ani Widyani Soetjipto ॽࠄにੵいただいた。ʤ本ๅࢱ 68 นࢂলʥ 

ϔックϪットߨק 

2019 年度開催 IGS セミナーnGender and Politics in Indonesia: Analysis of 
2019 General Election”ʤࢥߪʁAni Widyani Soetjipto・インドϋシΠ⼤
学教ҽʥにお͜るๅࠄชをຍ༃し、h ౨ΠジΠにお͜るジェンダー
と࣑ʱbooklet series 3 & IGS project series 19 としてߨקした。題ʁ

ʰジェンダー・મڏ・⼥性の࣑的代න性ʗ2019 年インドϋシΠ૱
મڏに関するੵ ʤɦ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 $ʤ課題൬ߺʁ19H00607ʥ 

ҢणΗૻ�ࠅड़しࠅࡨ૮ޕ࿊ؖʁऀࡏࠅճָ͖Δർֳ研
究 

ʴ研究代න者ʵঘ井ౖঞʤ⼀ڰ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵґ౽るりʤీग़⼤学教授ʥ、上ྜྷએܛ⼦ʤ๑⼤学教授ʥ  

 ጱٝग़⼤学教授ʥܜʤྒྷݬ学教授ʥ、Ԛ⼤ؚ࢞理⼦ʤ国ߒ⽊ྵ
ઑݫऐʤ⼤ࡃܨࡗ๑Ռ⼤学等研究ҽʥ、ณ୫利ܛ⼦ʤ関⼤学教授ʥ 
定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学教授ʥ、Ԅ෨༡⼦ʤߵઔ⼤学教授ʥ 
ਁએߵ⼦ʤ同ऀࢦ⼤学教授ʥ、ઔগ೯ʤਈރ⼥学Ӆ⼤学教授ʥ 
利さとみʤድདさとみʥʤ成᪡⼤学研究ҽʥ、ᚺे༑ঁʤۜୖ⼤学ࢥߪʥ 
ຉ井⼦ʤ国際教⼤学ঁ教ʥ、ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、移をめ͛るঀ題を、ण⼊れ国およびૻड़し国にお͜るঀ策の動的࿊関がٶぼす影
響からࡱߡする。担者は、インドϋシΠの海外ޑ༽策ੵを担当している。 

2020 年度は、コロナ禍のためݳ地調査がかなわͥ、当初の研究ܯժから⼤なรߍをയられ、オン
ラインでのΠンίート調査、インνビϣー調査を実施した。 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

,*6 研究ϕϫジェέφ 
 ࿓ಉྙҢಊジェンダーੵࡏࠅ

ʴ研究担当ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ֕要ʵ 
国際࿓ಉ⼒移動は、グローバルなࡃܨ࣑状況やण⼊国にお͜る移策のみならͥ、ૻड़し国の

ࡃܨ、࣑、ชԿといったझ々の要Ҿにو定される。本研究では、್つの事例研究から、ૻड़し国か
らみた国際࿓ಉ⼒移動をߡえる。۫ର的には、̏ʥธ間の࿓ಉ⼒移動、̐ʥ2019 年インドϋシΠમ
 。策の૬点Կ༼ޑʥにお͜る海外ڏમ૱、ڏʤ⼤౹મڏ

ʴ研究内容・成果ʵ  

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰธ国移؇理Ϫジーム下でのトランスナショナルなऀ会ۯ間の࠸
ฦ ʤɦ2020 年 7 ⽉ 25 ೖ、オンライン開催ʥ。ธ国では、移وのݭ
֪Կが 1990 年代後ൔよりՅଐする⼀๏で、ಝ定のড়݇をຮたした移
をکૻؒの対েからঈ外し、定的な就࿓ݘを༫するใઃ的
プログラムも実施されてきた。このようなใઃとഋঈをญせ࣍つh 移
؇理Ϫジーム にɦよって、移とそのՊଔが形成するトランスナシ
ョナルなऀ会ۯ間はどのように࠸ฦされているのか。ธ国とϟΫシコ
ଞཚڠ同ରにお͜るh ಕಛ的 をɦめ͛る世代とジェンダーのুಧ
にしてͣた。ʤ本ๅࠄॽ 53 นࢂলʥ 

IGS セミナーةժ・運Ө 

ʰ̡ Պ事࿓ಉの国際ऀ会学 をrಣ ʤɦ2020 年 11 ⽉ 15 ೖ、オンライン
開催ʥ。ґ౽るりࢱʤీग़⼤学ʥをฦஸ者とするʲՊ事࿓ಉの国際
ऀ会学ʗディーセント・ワークをٽめてʗ ʤrਕชॽӅʥのߨק
にわせ、11 名のࣧජ者સҽがࢂՅし、ଏཱིᚺ理⼦ࢱʤお茶の⽔⼥⼦
⼤学名誉教授・IGS ැཱི⼤学名ࡗ⼤ʤࢱ⼦ඔٳびґీٶҽ研究ҽʥٮ
誉教授・同⼤学ٮҽ研究ҽʥがߪをߨった。ʤ本ๅࠄॽ 59 นࢂলʥ 

IGS セミナーةժ・運Ө 

Organizing Domestic Workers in Indonesiaʤ2021 年 2 ⽉ 6 ೖ、オンライ
ン開催ʥ。インドϋシΠにおいてՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կをਬ進してきた
Jala PRT のナショナル・コーディϋーνーである Lita Anggraini よࢱ
り、ૌ৭Կકྲྀについてのๅࠄをいただき、17 年以上継続৻٠になっ
ているՊ事࿓ಉ者ฯޤ๑Ҍをめ͛るݳ状について࣑学の؏点から
Ani Widyani Soetjipto ॽࠄにੵいただいた。ʤ本ๅࢱ 68 นࢂলʥ 

ϔックϪットߨק 

2019 年度開催 IGS セミナーnGender and Politics in Indonesia: Analysis of 
2019 General Election”ʤࢥߪʁAni Widyani Soetjipto・インドϋシΠ⼤
学教ҽʥにお͜るๅࠄชをຍ༃し、h ౨ΠジΠにお͜るジェンダー
と࣑ʱbooklet series 3 & IGS project series 19 としてߨקした。題ʁ

ʰジェンダー・મڏ・⼥性の࣑的代න性ʗ2019 年インドϋシΠ૱
મڏに関するੵ ʤɦ本ๅࠄॽ 112 นࢂলʥ 

  

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 $ʤ課題൬ߺʁ19H00607ʥ 

ҢणΗૻ�ࠅड़しࠅࡨ૮ޕ࿊ؖʁऀࡏࠅճָ͖Δർֳ研
究 

ʴ研究代න者ʵঘ井ౖঞʤ⼀ڰ⼤学教授ʥ 

ʴ研究担者ʵґ౽るりʤీग़⼤学教授ʥ、上ྜྷએܛ⼦ʤ๑⼤学教授ʥ  

 ጱٝग़⼤学教授ʥܜʤྒྷݬ学教授ʥ、Ԛ⼤ؚ࢞理⼦ʤ国ߒ⽊ྵ
ઑݫऐʤ⼤ࡃܨࡗ๑Ռ⼤学等研究ҽʥ、ณ୫利ܛ⼦ʤ関⼤学教授ʥ 
定নชʤܛચ⼥学Ԅ⼤学教授ʥ、Ԅ෨༡⼦ʤߵઔ⼤学教授ʥ 
ਁએߵ⼦ʤ同ऀࢦ⼤学教授ʥ、ઔগ೯ʤਈރ⼥学Ӆ⼤学教授ʥ 
利さとみʤድདさとみʥʤ成᪡⼤学研究ҽʥ、ᚺे༑ঁʤۜୖ⼤学ࢥߪʥ 
ຉ井⼦ʤ国際教⼤学ঁ教ʥ、ฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2019〜2021 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、移をめ͛るঀ題を、ण⼊れ国およびૻड़し国にお͜るঀ策の動的࿊関がٶぼす影
響からࡱߡする。担者は、インドϋシΠの海外ޑ༽策ੵを担当している。 

2020 年度は、コロナ禍のためݳ地調査がかなわͥ、当初の研究ܯժから⼤なรߍをയられ、オン
ラインでのΠンίート調査、インνビϣー調査を実施した。 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ17K02067ʥ 

 େンχϋεΠͶ͕͜ΖʰҢेʀՊ事࿓ಉंʱร༲ݳ

ʴ研究代න者ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2017〜2020 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容を、移策および国内Պ事࿓ಉ者
のഁݥ形態のรԿからݗ౾する。 

本研究の࠹श年度にあたる 2020 年度は、3 年までにಚられたஎ⾒を学会ࢿにてනした。また、
インドϋシΠ国内Պ事࿓ಉ者へのコロナ禍の影響を、グーグルフΧームを༽いたΠンίート調査、そ
して zoom などオンラインによるインνビϣー調査かららかにし、そのੵ݃果を学会ࢿに౦ߚし
た。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ฑܛ⼦,ʰなͧジϡカルνでՊ事࿓ಉ者としてಉくのかʗインド
ϋシΠにお͜るࡃܨ成⻑とݫ移ेՊ事࿓ಉ者のમʱ̡ 会とジऀࡃܨ
ェンダー ೖ本フェミωストࡃܨ学会ࢿ r 5 2020、ת 年、pp. 29-48. 

研究会ディスカッγント 

ฑܛ⼦,ʰMasako Ishii, Naomi Hosoda eds., 2019, Asian Migrant Workers 
in the Arab Gulf States: The Growing Foreign Population and Their Lives, 
Brill Academic Publication.会 、ɦインνーΠジΠなイスラームとジ
ェンダー・プロジェクトʤイスラーム・ジェンダー学Ռ研ʥʤ2020 年
12 ⽉ 10 ೖ、オンライン開催ʥ 

ॽʤڠஸʥ ౽ֽ༺⼦・ฑܛ⼦,̡ ジェンダーと開 r成ऀ.ʤસ 286 น,  4 হ、
 5 হ、 6 হ担当ʥ、2021 年ߨק༩定 
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研究プロジェクト 

 移動とジェンダー 研究プロジェクト・ࡃܨ

Ռָ研究ඇخ൭研究 &ʤ課題൬ߺʁ17K02067ʥ 

 େンχϋεΠͶ͕͜ΖʰҢेʀՊ事࿓ಉंʱร༲ݳ

ʴ研究代න者ʵฑܛ⼦ʤIGS ಝ任リγーοフェローʥ 

ʴ期間ʵ2017〜2020 年度 

ʴ֕要ʵ 

本研究は、インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容を、移策および国内Պ事࿓ಉ者
のഁݥ形態のรԿからݗ౾する。 

本研究の࠹श年度にあたる 2020 年度は、3 年までにಚられたஎ⾒を学会ࢿにてනした。また、
インドϋシΠ国内Պ事࿓ಉ者へのコロナ禍の影響を、グーグルフΧームを༽いたΠンίート調査、そ
して zoom などオンラインによるインνビϣー調査かららかにし、そのੵ݃果を学会ࢿに౦ߚし
た。 

ʴ研究内容・成果ʵ  

ช 
ฑܛ⼦,ʰなͧジϡカルνでՊ事࿓ಉ者としてಉくのかʗインド
ϋシΠにお͜るࡃܨ成⻑とݫ移ेՊ事࿓ಉ者のમʱ̡ 会とジऀࡃܨ
ェンダー ೖ本フェミωストࡃܨ学会ࢿ r 5 2020、ת 年、pp. 29-48. 

研究会ディスカッγント 

ฑܛ⼦,ʰMasako Ishii, Naomi Hosoda eds., 2019, Asian Migrant Workers 
in the Arab Gulf States: The Growing Foreign Population and Their Lives, 
Brill Academic Publication.会 、ɦインνーΠジΠなイスラームとジ
ェンダー・プロジェクトʤイスラーム・ジェンダー学Ռ研ʥʤ2020 年
12 ⽉ 10 ೖ、オンライン開催ʥ 

ॽʤڠஸʥ ౽ֽ༺⼦・ฑܛ⼦,̡ ジェンダーと開 r成ऀ.ʤસ 286 น,  4 হ、
 5 হ、 6 হ担当ʥ、2021 年ߨק༩定 
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⾥ 2020 年度 ෨֭ۜࣁಚয়ڱ─────────────────── 

 ߶͏֭ಚࣰۜࣁ૬的研究ڟͶ͕͜Ζ಼ࠅ

国際的研究拠点形成のためのڠ同研究や࿊携プロジェクトの実施のための研究ۜࣁは、ジェンダー研
究所の研究خ൭形成のためにܿかせない。お茶の⽔⼥⼦⼤学グローバル⼥性リーダー育成研究機構や研
究所のڠ通課題にՅえ、研究所所の教ҽٶび研究者は、ಢࣙにݺพ研究課題をઅ定し、多くの外෨ࣁ
ۜを֭ಚして研究活動をߨっている。国際ڢ⼒プロジェクトとしては、2019 年度にόルウェーリγーο
カウンシル国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥをण͜て開始したόルウェーՌ学ٗढ़⼤学とジェンダー研
究所の国際ڠ同研究ʰジェンダーฑ等／ダイバーシτィʁόルウェー・ೖ本ڠ同研究ʱがあり、ঁ成ۜ
を活༽しながら 2020 年度も国際ڠ同研究をఴ開している。 

また 2020 年度、国内࠹⼤のՌ学研究ࢩԋ機構、ೖ本学ढ़৾ڷ会ʤJSPSʥに新وにࡀされたՌ学研究
ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ20H01468ʥh 新ڷΠジΠにお͜る IT-BPO の国際業の成ཱིとジェンダー ʤɦ研
究担者ʁ⼤ܛ࢛ڰ、ଏཱིᚺ理⼦ʥにՅえ、JSPS の継続ࡀ研究プロジェクトが 8 ݇あり、ܯ 9 ݇の
研究プロジェクトが JSPS の研究ۜࣁを活༽しながら進ߨしている。このうち̓݇はジェンダー研究所
内教ҽ等研究者が研究代න者をつとめている。研究所内教ҽ等研究者が研究代නをつとめるプロジェク
トは、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12604ʥh ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ʱ

ʤ研究代න者ʁ申ⅰᒉʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12603ʥh ⽣࠸にお͜る移े⼥性のߕߵ
࿓ಉ⼒ഓ置ʁŊグローバル・シτィŋのジェンダーੵࢊ ʤɦ研究代න者ʁ⼤ܛ࢛ڰʥ、Ռ学研究ඇخ൭研
究 Cʤ課題൬ߺʁ19K01570ʥh 18 世نϔリτンにお͜る⼥性のঀ૮ʁޯ利主ٝ的フェミωθムの可
能性 ʤɦ研究代න者ʁ൚井広ʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ18K00034ʥh ঀ外国のഓ۰⼦ドナー
のಙ名性とड़⽣者のஎるݘ利の対ཱིへの対ॴに関する研究 ʤɦ研究代න者ʁઍഀ༟Յʥ、Ռ学研究ඇخ
൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ17K02067ʥh 代インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容ݳ ʤɦ研究代න
者ʁฑܛ⼦ʥである。 

そのଠ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Aʤ課題൬ߺʁ19H00607ʥh 移ण⼊れ国ʷૻड़し国の策૮ޕ࿊関ʁ
国際ऀ会学からの⽐較研究 ʤɦ研究担者ʁฑܛ⼦ʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ18H00817ʥ

ʰ⼥性のࢂ࣑ժの্ปʁ国会٠ҽ・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 ʤɦ研究担者ʁ申ⅰᒉʥ、Ռ学研究
ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ19H01578ʥh Үの国際性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のࢊ⽣࠸
ොと࿊ଵܧ的࢛ྼ ʤɦ研究担者ʁ⼤ܛ࢛ڰ、ฑܛ⼦ʥでは、当研究所の研究ҽたちが研究担者とし
てプロジェクトにࢂՅしている。 

外෨ۜࣁの֭ಚは、研究所が࣯の⾼い研究をߨうためにܿかせないが、ୱなる研究ۜࣁを調ୣするこ
と以上のқັを࣍つ。ڟ૬的ۜࣁへのேકは、研究所のϟンバーらが各ࣙҮで༑れた成果を指
す動機を༫するとともに、担者として研究所ڠ通のプロジェクトや国内外の研究ϋットワークにࢂ
Յし、研究者らとの交流を進める機会をڛする。૱ͣて、今年度研究所構成ϟンバーによる༑れ
た外෨֭ۜࣁಚ状況は、そのような१にخͰき、研究所の研究活動が⾼くՃされた݃果とଌえ、
来年度につなげたい。 

 

2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 ͶΓΖ研究ϕϫジェέφҲལۜࣁ෨૬的ڟ
ϕϫジェέφ໌স 期間（೧ౕ） ୴ 

科学研究ඇخ൭研究 $（課題൬ߺ㸸19H00607ʥ 
移ण⼊れ国�ૻड़し国の策૮ޕ࿊関ʁ国際ऀ会学からの⽐較研究 

2019㹼2021 
ฑ 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸18H00817ʥ 
⼥性のࢂ࣑ժの্ปʁ国会٠ҽ・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 

2018㹼2020 
申 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸20H01468ʥ 
新ڷΠジΠにお͜る ,7�%32 の国際業の成ཱིとジェンダー 

2020㹼2022 
 ڰ⼤
ଏཱི 

ʤ担者ʥ 
科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸19H01578ʥ 
ොܧ的࢛Үの国際性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のྼࢊ⽣࠸
と࿊ଵ 

2019㹼2021 
 ڰ⼤
ฑ 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K12604ʥ 
ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ 

2019㹼2021 申 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K12603ʥ 
࿓ಉ⼒ഓ置ʁŊグローバル・シτィŋのジェࢊ⽣࠸にお͜る移े⼥性のߕߵ
ンダーੵ 

2019㹼2021 ⼤ڰ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K01570ʥ 
1� 世نϔリτンにお͜る⼥性のঀ૮ʁޯ利主ٝ的フェミωθムの可
能性 

2019㹼2021 ൚井 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸18K00034ʥ 
ঀ外国のഓ۰⼦ドナーのಙ名性とड़⽣者のஎるݘ利の対ཱིへの対ॴに関
する研究 

2018㹼2020 ઍഀ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸17K02067ʥ 
 代インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容ݳ

2017㹼2020 ฑ 

όルウェーリγーοカウンシル国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥ 
ジェンダーฑ等／ダイバーシτィʁόルウェー・ೖ本ڠ同研究 

2019㹼2021 

⽯井 
 ୫ރ
ঘۆ 
ઍഀ 
佐 

  

研究プロジェクト 

⾥ 2020 年度 ෨֭ۜࣁಚয়ڱ─────────────────── 

 ߶͏֭ಚࣰۜࣁ૬的研究ڟͶ͕͜Ζ಼ࠅ

国際的研究拠点形成のためのڠ同研究や࿊携プロジェクトの実施のための研究ۜࣁは、ジェンダー研
究所の研究خ൭形成のためにܿかせない。お茶の⽔⼥⼦⼤学グローバル⼥性リーダー育成研究機構や研
究所のڠ通課題にՅえ、研究所所の教ҽٶび研究者は、ಢࣙにݺพ研究課題をઅ定し、多くの外෨ࣁ
ۜを֭ಚして研究活動をߨっている。国際ڢ⼒プロジェクトとしては、2019 年度にόルウェーリγーο
カウンシル国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥをण͜て開始したόルウェーՌ学ٗढ़⼤学とジェンダー研
究所の国際ڠ同研究ʰジェンダーฑ等／ダイバーシτィʁόルウェー・ೖ本ڠ同研究ʱがあり、ঁ成ۜ
を活༽しながら 2020 年度も国際ڠ同研究をఴ開している。 

また 2020 年度、国内࠹⼤のՌ学研究ࢩԋ機構、ೖ本学ढ़৾ڷ会ʤJSPSʥに新وにࡀされたՌ学研究
ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ20H01468ʥh 新ڷΠジΠにお͜る IT-BPO の国際業の成ཱིとジェンダー ʤɦ研
究担者ʁ⼤ܛ࢛ڰ、ଏཱིᚺ理⼦ʥにՅえ、JSPS の継続ࡀ研究プロジェクトが 8 ݇あり、ܯ 9 ݇の
研究プロジェクトが JSPS の研究ۜࣁを活༽しながら進ߨしている。このうち̓݇はジェンダー研究所
内教ҽ等研究者が研究代න者をつとめている。研究所内教ҽ等研究者が研究代නをつとめるプロジェク
トは、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12604ʥh ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ʱ

ʤ研究代න者ʁ申ⅰᒉʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ19K12603ʥh ⽣࠸にお͜る移े⼥性のߕߵ
࿓ಉ⼒ഓ置ʁŊグローバル・シτィŋのジェンダーੵࢊ ʤɦ研究代න者ʁ⼤ܛ࢛ڰʥ、Ռ学研究ඇخ൭研
究 Cʤ課題൬ߺʁ19K01570ʥh 18 世نϔリτンにお͜る⼥性のঀ૮ʁޯ利主ٝ的フェミωθムの可
能性 ʤɦ研究代න者ʁ൚井広ʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ18K00034ʥh ঀ外国のഓ۰⼦ドナー
のಙ名性とड़⽣者のஎるݘ利の対ཱིへの対ॴに関する研究 ʤɦ研究代න者ʁઍഀ༟Յʥ、Ռ学研究ඇخ
൭研究 Cʤ課題൬ߺʁ17K02067ʥh 代インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容ݳ ʤɦ研究代න
者ʁฑܛ⼦ʥである。 

そのଠ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Aʤ課題൬ߺʁ19H00607ʥh 移ण͜⼊れ国ʷૻड़し国の策૮ޕ関࿊ʁ
国際ऀ会学からの⽐較研究 ʤɦ研究担者ʁฑܛ⼦ʥ、Ռ学研究ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ18H00817ʥ

ʰ⼥性のࢂ࣑ժの্ปʁ国会٠ҽ・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 ʤɦ研究担者ʁ申ⅰᒉʥ、Ռ学研究
ඇخ൭研究 Bʤ課題൬ߺʁ19H01578ʥh Үの国性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のࢊ⽣࠸
ොと࿊携ܧ的࢛ྼ ʤɦ研究担者ʁ⼤ܛ࢛ڰ、ฑܛ⼦ʥでは、当研究所の研究ҽたちが研究担者とし
てプロジェクトにࢂՅしている。 

外෨ۜࣁの֭ಚは、研究所が࣯の⾼い研究をߨうためにܿかせないが、ୱなる研究ۜࣁを調ୣするこ
と以上のқັを࣍つ。ڟ૬的ۜࣁへのேકは、研究所のϟンバーらが各ࣙҮで༑れた成果を指
す動機を༫するとともに、担者として研究所ڠ通のプロジェクトや国内外の研究ϋットワークにࢂ
Յし、研究者らとの交流を進める機会をڛする。૱ͣて、今年度研究所構成ϟンバーによる༑れ
た外෨֭ۜࣁಚ状況は、そのような१にخͰき、研究所の研究活動が⾼くՃされた݃果とଌえ、
来年度につなげたい。  
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研究プロジェクト 
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外෨ۜࣁの֭ಚは、研究所が࣯の⾼い研究をߨうためにܿかせないが、ୱなる研究ۜࣁを調ୣするこ
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す動機を༫するとともに、担者として研究所ڠ通のプロジェクトや国内外の研究ϋットワークにࢂ
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2020 年度 

ジェンダー研究所事業報告書 

 

 ͶΓΖ研究ϕϫジェέφҲལۜࣁ෨૬的ڟ
ϕϫジェέφ໌স 期間（೧ౕ） ୴ 

科学研究ඇخ൭研究 $（課題൬ߺ㸸19H00607ʥ 
移ण⼊れ国�ૻड़し国の策૮ޕ࿊関ʁ国際ऀ会学からの⽐較研究 

2019㹼2021 
ฑ 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸18H00817ʥ 
⼥性のࢂ࣑ժの্ปʁ国会٠ҽ・ݟ࿊への༥ૻ・ϐΠリング調査 

2018㹼2020 
申 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸20H01468ʥ 
新ڷΠジΠにお͜る ,7�%32 の国際業の成ཱིとジェンダー 

2020㹼2022 
 ڰ⼤
ଏཱི 

ʤ担者ʥ 
科学研究ඇخ൭研究 % （課題൬ߺ㸸19H01578ʥ 
ොܧ的࢛Үの国際性พ業にお͜るೖ本のՊ事・ίΠ࿓ಉ者のྼࢊ⽣࠸
と࿊ଵ 

2019㹼2021 
 ڰ⼤
ฑ 

ʤ担者ʥ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K12604ʥ 
ジェンダークオーνの࣑学ʁ度Կとఏ߇ 

2019㹼2021 申 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K12603ʥ 
࿓ಉ⼒ഓ置ʁŊグローバル・シτィŋのジェࢊ⽣࠸にお͜る移े⼥性のߕߵ
ンダーੵ 

2019㹼2021 ⼤ڰ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸19K01570ʥ 
1� 世نϔリτンにお͜る⼥性のঀ૮ʁޯ利主ٝ的フェミωθムの可
能性 

2019㹼2021 ൚井 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸18K00034ʥ 
ঀ外国のഓ۰⼦ドナーのಙ名性とड़⽣者のஎるݘ利の対ཱིへの対ॴに関
する研究 

2018㹼2020 ઍഀ 

科学研究ඇخ൭研究 & （課題൬ߺ㸸17K02067ʥ 
 代インドϋシΠにお͜るʰ移े・Պ事࿓ಉ者ʱのร容ݳ

2017㹼2020 ฑ 

όルウェーリγーοカウンシル国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥ 
ジェンダーฑ等／ダイバーシτィʁόルウェー・ೖ本ڠ同研究 

2019㹼2021 

⽯井 
 ୫ރ
ঘۆ 
ઍഀ 
佐 
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�� 国際シンポジウム・ 
セミナー 

 

2020 年度 国際シンポジウム・ 
セミナー֕要 

主催国際シンポジウムࡋ 

主催 ,*6 セミナーࡋ 

主催 ,*6 研究会ࡋ 

 

研究プロジェクト 

���� 年度 学会等活動⼀ལ 

 

 ୫ཇ⼦ʤ所⻑ʥރ

ೖ本ӵช学会ʤฦ集җҽʥ、ೖ本Πϟリカช学会ʤ౨ࢩښ෨٠ҽ・ฦ集җҽʥ、ೖ本Πϟリカԍܸ学会ʤ
٠ҽʥ、ೖ本Πϟリカ学会、ಢཱིߨ๑ਕ⼤学改ַࢩԋ・学Ғ授༫機構ʤ学Ғ৻査会җҽʥ 

 

申ⅰᒉʤ教授ʥ 

International Political Science Association、American Political Science Association、European Conference on Gender 

and Politics、International Association for Feminist Economics、ೖ本࣑学会ʤพ研究会ʰジェンダーと࣑
研究会 、ɦةժҗҽ、ॽҗҽʥ、ೖ本フェミωストࡃܨ学会、ೖ本ऀ会策学会、λウル⼤学ೖ本学研究所
ʲೖ本൹ʳ海外ฦ集җҽ、佄ࢃ⼤学⼥性学研究所ʲ⼥性学研究ʳฦ集җҽ、λウル⼤学⽐較地Ү研究
会ڠ同研究ҽ、ೖ本⽐較࣑学会、h ⼥性・ક૬・ਕݘʱ学会 

 

 ʤ०教授ʥܛ࢛ڰ⼤

International Association for Feminist Economics、ೖ本ऀ会学会、関౨ऀ会学会、ೖ本フェミωストࡃܨ学会ʤײ
事会ༀҽ、̡ 研࢛代中国学会、中国⼥性ݳ、学会ʤ常任理事ʥ࢛会とジェンダーʳฦ集⻑ʥ、ジェンダーऀࡃܨ
究会、ࡃܨ理学会พジェンダーՌ会 

 

൚井広ʤಝ任ࢥߪʥ 

、事ʥײ学会ʤࡃܨ思学会、ೖ本フェミωスト࣑学会、࢛学会、ೖ本イάリスఫ学会、ऀ会思࢛学ࡃܨ
ೖ本༙機業学会、ࡃܨ理学会ʤพジェンダーՌ会コΠϟンバーʥ 

 

ઍഀ༟Յʤಝ任 5)ʥ 

ೖ本ҫ学ఫ学・ྛ理学会ʤ国際ࢿฦ集җҽ、広ๅҗҽ会җҽʥ、ೖ本⽣ໍྛ理学会ʤ٠җҽʥ、ೖ本⽣৫
学会、European Society of Human Reproduction and Embryology (ESHRE)、Society for Social Studies of Scienceޤ

ʤ̒Sʥ 

 

ฑܛ⼦ʤಝ任 5)ʥ 

International Association for Feminist Economics、ೖ本ऀ会学会、国際ジェンダー学会ʤ理事・٠ҽʥ、ೖ本フ
ェミωストࡃܨ学会ʤײ事・査ʥ、移策学会、ΠジΠܨ学会、౨ೈΠジΠ学会、インドϋシΠ⼥性・
ジェンダー・⼦ڛ学会ࢿ Salasika 査ಣҗҽ 
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